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令和５年１０月１３日(金)母校３大行事の一つ「歩く会」。行方市ふれあいランドを朝８時から２４km 歩きゴール(撮影髙山)

        

こ
の
度
、
２
期
４
年
間
、
真
鍋
支
部
の
発

展
に
尽
く
さ
れ
た
清
水
浩
前
支
部
長(

高

１３
回)

の
、
支
部
活
動
若
返
り
の
強
い
ご
意

向
で
、
支
部
長
を
引
き
継
ぐ
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

私
は
一
高
卒
業
後
土
浦
を
離
れ
、
大
学

企
業
勤
務
と
首
都
圏
生
活
。
定
年
後
真

鍋
に
戻
り
ま
し
た
が
、
４２
年
振
り
。
地
元

の
事
は
何
も
知
り
ま
せ
ん
。
１０
年
程
前
、

ご
近
所
の
飯
村
相
談
役
か
ら
、
支
部
総
会

で｢

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
自
転
車
旅
」
の
話
を
頼
ま

れ
、
真
鍋
支
部
と
初
め
て
出
会
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
お
会
い
し
た
当
時
の
小
野
支
部

長
か
ら
幹
事
を
要
請
さ
れ
ま
し
た
。
し
か

し
、
同
窓
会
は
無
く
て
も
誰
の
生
活
に
も

支
障
は
あ
り
ま
せ
ん
。
真
鍋
支
部
活
動

は
、｢

誰
の
為
に
何
を
す
る
の
か
？
」
率
直

に
疑
問
を
話
し
意
見
交
換
。
２
年
後
、
平

成
２９
年
に
幹
事
を
お
受
け
し
ま
し
た
。

人
生
に
お
い
て
出
会
い
と
ご
縁
は
大
変

重
要
で
す
。
そ
こ
で
支
部
活
動
の
理
念
を

｢

同
窓
生
が
『
繋
が
り
、
広
が
り
、
楽
し
む

出
会
い
の
場
』
を
提
供
さ
せ
て
頂
く
」と
し
、

役
員
は
そ
れ
を
実
現
す
る
裏
方
、
お
も
て

な
し
に
徹
す
る
と
し
ま
し
た
。｢

対
等
で
上

下
・
利
害
関
係
な
く
自
由
」
、｢

政
治
・
宗

教
・
商
売
は
持
込
ま
な
い
」
と
し
、
何
よ
り

｢

一
人
ボ
ッ
チ
を
出
さ
な
い
」
を
モ
ッ
ト
ー
に

開
か
れ
た
支
部
活
動
を
再
開
し
ま
し
た
。

ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
曰
く
、｢

常
識
と
は

１８
歳
ま
で
に
身
に
着
け
た
偏
見
の
コ
レ
ク
シ

ョ
ン｣

。
一
高
生
と
し
て
培
っ
た
多
様
な
常

識
に
、
時
空
を
超
え
再
び
出
会
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。｢

多
様
な
個
性
と
経
験
に
出
会

い
、
世
界
を
広
げ
、
元
気
が
で
る
支
部
活

動
」
、
皆
さ
ん
と
築
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

真鍋支部長ご挨拶

  第９代支部長 髙山 了 （高１８回卒）

茨城県立土浦一高・進修同窓会

真鍋支部

発行

茨城県立土浦一高
進修同窓会・真鍋支部

1 発行人
真鍋支部支部長 髙山了

ホームページ

https://manabesibu 
jimdofree.com

令和６年５月 真鍋支部総会・懇親会のご案内

日 時：２０２４年５月１２日(日) １１：００～１５：００ （ｳｴﾙｶﾑ演奏１１：１５、総会１２時）

場 所：ホテルマロウド筑波 飛天の間(２階)

落 語：好文亭梅朝（佐藤弘道(高３１回)）    

ウエルカム演奏：渡辺大輔（高５１回・ケーナ＆ギター）

今井美樹（ゲスト・二胡＆ピアノ）

  

真鍋支部会報

第６号
令和６年３月１日
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令和５年度 真鍋支部 総会・懇親会

令和５年５月２８日(日) １１：００～１５：３０  於：ホテルマロウド筑波            

真
鍋
支
部
は
コ
ロ
ナ
禍
３
年
間
対
面
で

の
総
会
・
懇
親
会
を
中
止
し
ま
し
た
。

令
和
５
年
５
月
、
４
年
振
り
に
開
催
。

当
日
欠
席
者
が
数
名
い
ま
し
た
が
、
３０

歳
台
か
ら
米
寿(

飯
村
相
談
役
）
ま
で
の

男
女
９９
名
が
参
加
。
コ
ロ
ナ
前
ご
参
加

の
高
齢
者
が
、
２０
名
以
上
ご
逝
去
や

体
調
不
良
等
で
ご
欠
席
。
コ
ロ
ナ
禍
で
の

３
年
間
空
白
の
影
響
の
大
き
さ
を
実
感

し
ま
し
た
。
一
方
初
参
加
者
が
３４
名
も

あ
り
盛
上
が
っ
た
会
と
な
り
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
武
井
同
窓
会
副
会
長
、  

 
 

よ
ぎ
新
校
長
よ
り
ご
挨
拶
頂
き
、
次
い

で
、
役
員
改
選
の
審
議
。
コ
ロ
ナ
禍
含
め

２
期
４
年
間
に
渡
り
真
鍋
支
部
の
発
展

に
尽
く
さ
れ
た
清
水
浩
・
第
８
代
支
部

長(

高
１３
回
）
が
、
支
部
活
動
若
返
り
の

強
い
ご
意
向
で
、
川
島(

高
１３
回
）
・
小

松
崎(

高
１４
回
）
両
副
支
部
長
と
共
に

退
任
し
相
談
役
に
な
り
ま
し
た
。

新
支
部
長
に
髙
山
了(

高
１８
回
）
、

副
支
部
長
に
山
口
貴
士(

高
２３
回
）
、

海
老
原
一
郎(

高
２４
回
）
両
氏
、
初
の

女
性
幹
事
と
し
て
齊
藤
憲
枝(

高

１８

回
）
を
選
任
。
幹
事
も
全
体
で
４
名
減

の
８
名
で
全
員
が
役
割
を
担
当
。
名
前

だ
け
幹
事
は
な
く
、
ス
リ
ム
で
筋
肉
質
の

１０
歳
程
若
い
体
制
に
な
り
ま
し
た
。

懇
親
会
で
は
、
新
設
つ
く
ば
支
部
の

古
徳
支
部
長
ご
挨
拶
、
江
田
麻
裕
子

さ
ん(

高
３４
回)

の
講
演
、
初
参
加
者
の

自
己
紹
介
等
で
、
参
加
の
皆
様
も
楽
し

ま
れ
ま
し
た
。
当
日
の
詳
細
を
以
下
に

ご
紹
介
し
ま
す
。
お
楽
し
み
下
さ
い
。

会
場
で
は
、
プ
ロ
の
ケ
ー

ナ
演
奏
家
の
渡
辺
大
輔

さ
ん
（
高
51
回
）
、
ピ
ア

ノ
演
奏
者
の
根
木
マ
リ

サ
さ
ん
（
高
58
回
）
に

よ
る
ウ
エ
ル
カ
ム
演
奏
で

お
出
迎
え
。
こ
の
演
奏

を
楽
し
み
に
し
て
い
る
方

も
多
い
で
す
。司会進行

塙幹事

開会の辞

川島副会長

進修同窓会 ご挨拶

武井秀一副会長

母校校長ご挨拶

よぎ新校長

総
会
は
、
清
水
支
部
長
ご
挨
拶
の
後
、
ご
来
賓
の
同
窓

会
本
部
か
ら
武
井
副
会
長
、
母
校
か
ら
よ
ぎ
新
校
長
か

ら
ご
挨
拶
を
頂
き
ま
し
た
。
特
に
、
よ
ぎ
（
プ
ラ
ニ
ク
・
ヨ

ゲ
ン
ド
ラ
）
新
校
長
は
イ
ン
ド
ご
出
身
で
、
民
間
か
ら
の
公

募
で
一
昨
年
に
副
校
長
と
し
て
着
任
。
昨
年
か
ら
新
校

長
と
な
り
ま
し
た
。
任
期
は
３
年
で
、
こ
れ
か
ら
一
高
が

世
界
に
羽
ば
た
く
一
歩
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

こ
れ
か
ら
の
歩
み
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

高山幹事長

総
会
審
議
は
、
高
山
幹
事
長
か
ら
、
事
業
報
告
、
天

谷
幹
事
か
ら
、
会
計
報
告
、
本
橋
監
査
役
か
ら
監
査
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
役
員
改
選
が
あ
り
、
高
山
新

支
部
長
が
選
出
さ
れ
、
合
わ
せ
て
、
新
任
、
役
職
変
更
、

退
任
人
事
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

海
老
原
新
副
支
部
長
の
閉
会
の
辞
で
、
総
会
は
終
了
。

続
い
て
、
講
演
会
演
者
の
江
田
麻
裕
子
さ
ん
に
つ
い
て
ご

紹
介
が
あ
り
ま
し
た

清水支部長挨拶

総
会
は
、
物
故
者
へ
の
黙
祷
か
ら
開
始
。
そ
れ
ぞ
れ
の
席
は
、
「
一
人

ボ
ッ
チ
」
が
な
い
様
に
、
同
期
、
同
じ
地
域
な
ど
何
か
し
ら
ご
縁
が
あ

る
よ
う
に
配
置
。
ゆ
っ
く
り
語
り
合
い
な
が
ら
、
楽
し
む
こ
と
が
で
き

る
様
に
、
参
加
者
一
言
近
況
記
載
の
資
料
も
配
布
し
ま
し
た
。

天谷幹事

本橋監査役

海老原

新副支部長
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懇
親
会

(

１３
：

１０
～
１５
：

３０
）

講

演

江
田
麻
裕
子
さ
ん(

高
34
回
）

コ
ー
チ
、
心
理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
心
理
相

談
員
、
看
護
学
校
講
師
な
ど
、
多
彩
な
活

動
を
さ
れ
、
今
回
は｢

男
性
脳
・
女
性
脳
の

違
い
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
と
題
し
て

講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
よ
く
し
ゃ
べ
る
女

性
脳
、
寡
黙
な
男
性
脳
、
そ
の
違
い
を
認

め
て
こ
そ
、
お
互
い
に
理
解
で
き
る
こ
と
が

よ
く
わ
か
る
講
演
で
、
ま
さ
に
今
の
時
代

に
合
っ
た
タ
イ
ム
リ
ー
な
内
容
で
し
た
。

講
演
会
の
後
は
、
お
待
ち
か
ね
の
懇

親
会
で
す
。
山
口
新
副
支
部
長
の
司
会

で
、
小
野
顧
問
の
乾
杯
、
座
は
和
ん
で

歓
談
の
輪
が
広
が
り
、
懇
親
会
が
始
ま

り
ま
し
た
。
冒
頭
、
恒
例
の
支
部
交
歓

で
、
新
設
つ
く
ば
支
部
か
ら
ご
挨
拶
。

出
席
者
の
最
高
齢
者
と
し

て
、
米
寿
を
迎
え
ら
れ
た
飯
村

相
談
役
（
高
５
回
）
か
ら
ご
挨
拶

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

又
、
席
配
置
は
一
人
ボ
ッ
チ

に
な
ら
い
な
い
よ
う
に
、
同
期
や

同
地
域
別
に
テ
ー
ブ
ル
着
座
。

支部交歓挨拶

古徳つくば支部長

よぎ新校長も積極的にテーブルを回

り、参加者と懇親を深めていました。

今
回
は
、
感
染
対
応
と
し
て
食

事
を
個
別
の
中
華
弁
当
と
し
ま
し

た
。
後
か
ら
温
か
い
料
理
が
出
て

き
て
美
味
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

又
、
女
性
会
員
や
３４
名
も
の
初

参
加
者
の
出
席
が
多
く
、
大
変
賑

や
か
な
懇
親
会
と
な
り
ま
し
た
。

乾杯

小野顧問

最
後
は
、
応
援
指
導
部
OB
の
酒
井
さ

ん
（
高
33
回
）
、
内
藤
さ
ん
（
高
61
回
）

が
リ
ー
ド
、
渡
辺
さ
ん
、
根
木
さ
ん
の
演

奏
を
バ
ッ
ク
に
全
員
で
校
歌
斉
唱
。
海
老

原
副
支
部
長
の
中
締
め
で
、
楽
し
い
時
間

も
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

斎藤幹事から花束で祝福

司会

山口新副支部長

初参加者の皆様に一言自己紹介をして頂きました。

講演者江田さん同期・高３４回の１卓

女性も多い真鍋支部＆高１８回の５卓。
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一
高
祭(
第
７７
回)

歩
く
会

編
集
後
記

高
校
野
球
県
予
選
・第
１
戦
快
勝

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
ご
登
録
の
お
願
い

真
鍋
支
部
公
式
Ｈ
Ｐ

第
４
回
真
鍋
支
部
親
睦
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

飯
村
相
談
役(

高
５
回)｢

軌
道
」上
梓

                                                   

昨
年
ま
で
の
会
報
は
、
主
に
高
山
幹
事
長
が
編
集

作
業
に
携
わ
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
か
ら
会
報
担
当

幹
事
の
大
久
保
が
微
力
な
が
ら
お
手
伝
い
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
今
回
４
年
ぶ
り
に
会
員
の
皆
様
が
参

加
す
る
総
会
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、
同
窓
会
活

動
の
意
義
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

本
当
に
今
回
開
催
で
き
て
感
無
量
で
す
。(

大
久
保) 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

令
和
５
年
１０
月
２７
日
、
秋
晴
れ
の
日
に
第

４
回
真
鍋
支
部
親
睦
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
を
昨
年
に

引
き
続
き
行
方
市
の
ノ
ー
ス
シ
ョ
ア
カ
ン
ト
リ

ー
ク
ラ
ブ
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

爽
や
か
な
青
空
の
も
と
、
４
組
１３
名
の
ゴ
ル

フ
好
き
が
ア
ウ
ト
・
イ
ン
コ
ー
ス
に
分
か
れ
な
が

ら
同
時
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
各
組
共
に
先

輩
後
輩
を
交
え
、
卒
業
年
度
も
異
な
り
ま
す

が
、
そ
れ
は
そ
れ
勝
負
と
な
れ
ば
気
合
い
も
入

り
な
が
ら
の
プ
レ
ー
と
な
り
ま
し
た
。
北
浦
を

眺
め
る
高
台
に
、
ナ
イ
ス
シ
ョ
ッ
ト
の
か
け
声
が

響
い
て
、
和
や
か
な
楽
し
い
ラ
ウ
ン
ド
で
し
た
。

表
彰
式
で
は
、
参
加
者
全
員
に
賞
品
が
手
渡

さ
れ
、
川
島
顧
問
が
２
年
連
続
優
勝
を
は
た

し
、
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
な
が
ら
ス
ピ
ー
チ
を
披
露

さ
れ
ま
し
た
。
楽
し
い
ラ
ウ
ン
ド
の
名
場
面
を
振

り
返
っ
て
の
コ
メ
ン
ト
に
花
も
咲
き
、
親
睦
ゴ
ル
フ

の
目
的
を
十
二
分
に
果
た
し
ま
し
た
。

秋
の
夕
暮
れ
、
次
回
の
再
会
と
お
互
い
の
健

康
を
気
遣
い
な
が
ら
の
散
会
と
な
り
ま
し
た
。

幹
事
：
塙
佳
樹(

高
２６
回)

・
吉
田
和
司(

高
２１
回
）

毎年６月の第１土・日に開か

れる一高祭。今年は４年振り

制限なしのフル開催、更に

高校３学年、附属中３学年

の全６学年 揃って の 初開

催。初日雨にも拘わらず８千

人超の来場者と大盛況。

令和５年４月２９日(土) 於：土浦一高・体育館

毎年４月に、進修同窓会総会と周年

祝賀会（卒業１５・２５・４０・５０・６０周

年）が行われます。大野会長から退任

される中澤校長への感謝状贈呈。

同
窓
会
総
会
・
一
高
３
大
行
事
フ
ル
再
開
。

令和５年７月９日 県予選

第１戦：対石岡一高６：５で接

戦を制す！第２戦は敗退。

母
校
土
浦
一
高
の
１
年
間

進
修
同
窓
会
総
会
・
周
年
祝
賀
会

１０
月
１３
日
朝
８
時
に
行
方
市
ふ
れ
あ

い
ラ
ン
ド
の
出
発
式
に
、
よ
ぎ
校
長
が
自

転
車
で
駆
け
つ
け
ス
タ
ー
ト
。

全員２４ｋｍを無事に歩き切り、ゴー

ル直前一高脇の国道６号を歩き、

旧本館前でよぎ校長が出迎える。

支
部
会
報
、
総
会
報
告
、
活
動
速
報
な
ど
交
流
の
場

を
広
め
る｢

真
鍋
支
部
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
を
開
設
。

｢

土
浦
一
高

真
鍋
支
部
」
検
索
で
入
れ
ま
す
。

h
ttp

s:/
/
m

an
ab

esib
u
 jim

d
o
free.co

m

真
鍋
支
部
は
、
年
会
費
無
し
、
総
会
・
懇
親
会
会
費

７
千
円
の
み
で
運
営
し
て
い
ま
す
。
郵
送
物
は
評
議
員

に
よ
る
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
、
会
報
の
ネ
ッ
ト
印
刷
、
デ
ジ
タ

ル
化
推
進
等
で
徹
底
し
た
経
費
節
減
を
し
て
い
ま
す
。

一
人
で
も
多
く
の
皆
様
の｢

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
登
録
」
は
、

支
部
活
動
の
継
続
上
大
変
重
要
で
す
。
是
非
左
記
に

メ
ー
ル
で
登
録
お
願
い
致
し
ま
す
。

 
 

kozanji21@
jcom

.hom
e.ne.jp (

高
山
）

栗
原
権
右
衛
門
氏(

高

回)

「
旭
日
中
綬
章
」
を
受
章

真
鍋
支
部
会
員(

小
山
崎)

の
栗
原
氏
が

令
和
５
年
秋
の
叙
勲
で
、
日
本
の
産
業

振
興
へ
の
貢
献
で
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

電子顕微鏡の

日本電子(株)の

社長を２００８年

より、会長に２０

１９年に就任し

現在に至る。

高
校
教
師
４０
年
の
自
叙
伝｢

軌
道
」を
今
年

１
月
上
梓
。
特
に
教
師
と
し
て
２０
年
、
同
窓

会
役
員
と
し
て
２５
年
の
土
浦
一
高
関
係
、

旧
本
館
保
全
・
公
開
に
係
る
話
は
貴
重
。


